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研究成果の概要（和文）：「空間経済学」は、地理的空間経済における一般理論を目指して、日米欧の経済学者
を中心として90年代初めより急速に発展してきた。本研究は、空間経済におけるイノベーションダイナミックス
（知識の創造と伝播）のミクロ動学理論を新たに開発し、財の市場を中心として構築されてきた従来の空間経済
学とイノベーションダイナミックスを通じての多様な人々の間における相互連関を融合することにより、今世紀
における空間経済学として、理論と実証の両面において大きく発展させることに成功した。

研究成果の概要（英文）：The new field of spatial economics has been developed rapidly since the 
early 1990s by economists in Japan, U.S. and Europe, aiming for the unified theory of geographical 
economics. This research has succeeded in the further development of spatial economics by combining 
traditional economic models with new micromodels of knowledge creation and transfer. With the 
application of newly developed spatial models, empirical studies of innovation dynamics have been 
successfully conducted in the context of cities and industrial agglomerations in the global economy.
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１．研究開始当初の背景 
「空間経済学」は、都市や産業の集積形成
のミクロ経済理論を中心として、従来の都市
経済学、地域経済学、国際貿易理論などの個
別分野を特殊な場合として含む、空間経済シ
ステムの新たな一般理論の構築を目指した
ものであり、1990 年代初めより日米欧におけ
る経済学者を中心として急速に開発され、経
済学一般の注目を集めるに至った。 
しかしながら、現在までの空間経済学は、
通常の財やサービスの生産・交易・消費活動
を通じての多様な主体間の相互連関を通じ
て生まれる、経済活動の空間的集積力と分散
力を理論の中核に据えてきた。一方、今世紀
に入り、世界経済は従来の工業化社会から、
広い意味でのイノベーションないし知識創
造を中心的な活動とする、いわゆる「知の時
代」に移行しつつある。従って、空間経済に
おけるイノベーションダイナミックス（知識
創造と伝播）のミクロ動学理論を新たに開発
し、従来の空間経済学と融合することにより、
今世紀における空間経済学として、理論と実
証の両面において大きく発展させることが
できると期待される。 
 
２．研究の目的 
特に、本研究は、理論と実証研究の両面に
おいて、空間経済学を以下の二つの方向に大
きく発展させる。 
第一に、本研究では、Berliant and Fujita 
により現在までに開発されてきた、多様な
人々による知識創造・伝播の動学モデルを更
に発展させるとともに、よりミクロで明示的
なイノベーションダイナミックスの理論を
新たに開発する。それらを、森・齊藤・中島
らを中心として開発されてきた、空間経済に
おける集積パターンの新たな分析手法およ
びネットワーク分析と融合することにより、
今世紀における空間経済学の基礎を格段に
発展させる。 
第二に、従来までの空間経済学においては、
様々な理論モデルの開発が中心であり、現実
経済への適応や実証研究は相対的に遅れて
いた。これは、空間モデルの実証研究には、
容易に入手できない膨大なミクロデータを
必要とすることに起因していた。しかしなが
ら、我々の研究グループは従来までの研究を
通じて、空間分析に必要とされる膨大なデー
タベースを蓄積してきている。従って、デー
タベースの更なる蓄積を通じて、本研究は空
間経済学を実証面でも大きく発展させる。 
 
３．研究の方法 
以上の目的を実現するために、日本におけ
る空間経済学の研究をリードしてきた藤田
(甲南大学)、田渕（東京大学）、濱口（神戸
大学）および森（京都大学）に加え、空間経
済システムのネットワーク分析の先駆者で
ある齊藤（RIETI）と中島（東北大学）、およ
び国際貿易・投資と技術移転や発展途上国に

おける社会経済システムのネットワーク分
析において先端的な研究を続けている戸堂
（早稲田大学）の共同作業を通じて、以下の
三つの個別研究課題を相補的に関連付けな
がら、理論と実証の両面から三年間にわたっ
て研究する。 
なお、以下において広い意味での知識の創
造・学習・伝播の動学プロセスを総称して、
イノベーションダイナミックス（ID）と呼ぶ。 
 
(1)イノベーションダイナミックスの基礎：
Berliant and Fujita による知識創造の協力
モデルなどのモデルを土台として、空間経済
におけるイノベーションダイナミックスの
基礎理論の構築と実証分析を総合的に行う。
特にChu空間論に基づく知識創造プロセスの
ミクロ理論を新たに開発する。 
 
(2)イノベーションダイナミックスと都市・
地域システムの発展：上記(1)と関連させな
がら、広い意味でのイノベーション活動がま
すます重要となる今世紀における都市地域
システムの自己組織化と発展について、理論
構築と実証分析を総合的に行うとともに、
様々な空間レベルにおける地域政策のあり
方について検討する 
 
(3)イノベーションダイナミックスとグロー
バル経済システムの発展：上記(1)と(2)に関
連させながら、途上国を含むアジアにおける
イノベーションダイナミックスと都市・産業
集積・サプライチェーンの発展について実証
分析を中心として研究するとともに、開発援
助・地域統合を含む国際協力のあり方につい
ても検討する。 
 
４．研究成果 
本研究は、空間経済におけるイノベーショ
ンダイナミックスのミクロ動学理論を新た
に開発し、従来の空間経済学と融合すること
により、イノベーションが益々重要となる今
世紀の空間経済学として、理論と実証の両面
において大きく発展させることに成功した。
主要な研究成果は、関連する分野の国際学術
誌への掲載を中心として 42 編の論文、主と
して国際学会における 33 件の学会発表、及
び 2冊の研究書を通じて発表された。 
具体的な成果を、三つの個別研究課題ごとに
以下に記す。 
(1)イノベーションダイナミックスの基礎：
藤田・森・齊藤・中島を中心として、空間経
済におけるイノベーションダイナミックス
の基礎理論の開発と実証分析を進め、世界的
に見ても先端的と言える多くの研究成果を
得た。特に、複雑系数理の分野で最近注目を
集めてきている Chu 空間論を中核として、知
識創造のミクロ動学理論とそのオペレーシ
ョナルなプログラムの開発を世界に先駆け
て進めることに成功した。その結果は 130 ペ
ージを超える working paper として纏めると



ともに、国際学術誌への投稿を準備している。
成果の一部は国際学会で数回に分けて発表
されるとともに、将来の経済学研究における
人工知能(AI)と人間との共同作業の可能性
についての展望論文も発表した。現在、それ
らの成果全体を英文図書としてまとめて発
表する準備を進めている。一方、Berliant と
Fujita による多様な知識労働者の知識創造
における協力モデルを土台として、知識創造
プロセスにおける空間ないし地域の果たす
役割について様々な実証分析を行い、多くの
新しい知見を得た。特に。日本におけるイノ
ベーションの空間分布について実証的に検
証し、ハイテク技術のイノベーションの集積
度が高いこと、異質な知識と共通知識のバラ
ンスがイノベーションにとって重要である
こと、企業や研究所などの組織における知の
多様性がイノベーションにおける生産性に
とって重要である事を示した。更に、知識創
造活動を含む一般的な経済集積の空間パタ
ーンを分析するための新しい指標と実証手
法を開発し、その手法を用いれば従来の多く
の問題を克服できることを示した。それらの
研究成果は、多くの国際学術誌（以下 5の［雑
誌論文］の①、④、⑤、⑧、⑬、⑭、⑮、⑯、
⑱、○21、○22を含む)で発表されるとともに、
図書（5 の［図書］の①、②を含む）として
出版された。また、知識創造のミクロ動学理
論および AI と人間の協同作業について、多
くの学会や国際会議（5の［学会発表］の②、
③、⑧、⑨、⑫を含む）で発表し、大きな反
応を得た。 
 
(2)イノベーションダイナミックスと都市・
地域システムの発展：森・齊藤・中島・田渕
を中心として、知識創造社会における都市シ
ステムの自己組織化と発展について理論構
築と実証分析を総合的に実施し、多くの研究
成果を得た。特に、「三人寄れば文殊の知恵」
を模した square dance としての知識創造の
協力モデルを応用しながら、共同研究活動の
パターンと生産性の関係の実証分析を通じ
て、知識生産性の高い企業がより強く集積し
ていることを示すとともに、取引関係および
発明者の移動と組織の生産性および集積効
果の波及経路について実証分析を行い、多く
の新しい知見を得た。更に、近い将来、AI の
活用の進展とともに、大都市圏ほど、男性に
対して女性はコンピューター化に対する雇
用リスクが相対的に高いことを明らかにし
た。また、東京都の築地市場の実証研究を通
じて、商店街における外部効果と集積の経済
について、これまでの実証研究では得られな
かった様々な興味深い知見を得た。一方、東
日本大震災からの復興過程において、グルー
プ補助金が異業種の協同によるイノベーシ
ョンを促進することを実証研究で示すとと
もに、空間経済学の視点から三陸沿岸地域の
被災地の人口減少と水産都市の復興過程に
ついて詳細に実証分析を行い、多くの政策提

言をまとめた。それらの研究成果は、多くの
国際学術誌（以下 5の［雑誌論文］の②、③、
⑨、⑰、⑲、○23、○24を含む）で発表するとと
もに、図書（5 の［図書］の②を含む）とし
て出版された。また、それらの研究成果は多
くの学会や国際シンポジウム（5 の［学会発
表］の④、⑤、⑥、⑦、⑩を含む）で発表し、
大きな反応を得た。 
 
(3)イノベーションダイナミックスとグロー
バル経済システムの発展：浜口・戸堂・藤田
を中心として、東南アジアを含むアジアにお
けるイノベーションダイナミックスと都
市・産業集積・サプライチェーンの発展につ
いて、総合的に実証研究を行い、国際協力の
あり方についての政策提言も含めて、多くの
研究成果を得た。特に、東アジア全域におけ
るサプライチェーンの国際化とリスクにつ
いて、空間経済学の視点から、情報機器と自
動車産業を中心として詳細な分析を実施し
て、従来の欧米における実証分析の結果と異
なる多くの新しい知見を得た。特に、サプラ
イチェーンの国際化は、東アジア全域におけ
る経済成長に大きく貢献する一方で、途上国
における産業活動を、未熟練労働者を中心と
する生産活動に固定化する危険のあること、
更には、例えば日本企業は閉鎖的なネットワ
ークを形成する傾向が強く、それは関連企業
のイノベーションを阻害する可能性がある
ことを見出した。また、東アジアにおける高
度に複雑なサプライチェーンのネットワー
クは、大きな自然災害、国際紛争および景気
変動に対して高いリスクを有しており、国際
協力を通じてのリスク軽減が喫緊の課題で
あることを明らかにした。一方、日本の大規
模な企業レベルデータを包括的に分析し、企
業は地理的に遠方の企業との取引関係を持
つことで、大規模な自然災害からの復旧が早
まり、また、イノベーションの生産性が向上
することを明らかにした。さらに、主として
ベトナムにおける企業の調査を中心として、
産業集積およびサプライチェーンの形成と
その空間パターンについて分析するととも
に、更に輸出促進のセミナーなどが企業間ネ
ットワークを通じて及ぼす効果について研
究し、多くの新しい知見を得た。それらの研
究成果は、多くの国際学術誌（以下の［雑誌
論文］の⑥、⑦、⑩、⑪、⑫、⑳を含む）で
発表するとともに、図書（5の［図書］の①、
②を含む）として出版された。また、それら
の研究成果は多くの学会やシンポジウム（5
の［学会発表］の①、⑪を含む）で発表し、
大きな反響を得た。 
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